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　いつも前田知子の横に控えており

ますのが連れ合いであるところの私、

前田充彦です。知子の自己紹介にも

ありましたとおり、私の趣味は「ア

マチュア無線」です。今となっては

世間では古典的な趣味になってしま

いましたが、かつては約 2 0 年毎に

ブームがやってきて、切手収集と並

んで「趣味の王様」とも称されてお

りました。中学生の頃からアマチュ

ア無線の存在を知っていたものの、

高校生の途中で文系に転向したため、

その後は頭の片隅にもなくなってし

まいました。

　そんな私が無線を始めることに

なったきっかけは、阪神・淡路大震災

でした。当時は携帯電話が今ほど普

及しておらず、電話網を寸断された

被災地では、アマチュア無線家が各

地に散らばって避難所と拠点間の通

信支援を担ったそうです。手元にあ

る資料では、2 月 12 日に復興支援専門

の局が免許されて津門川町の福祉会

館の場所を借りて開局し( ここに震災

救援社協合同本部の現地事務所が

あった) 、登録ボランティアだけでも

5 5 人が入れ替わり立ち替わり運用を

担当したそうです。こういう局はお

そらく被災地域に数局あったでしょ

うし、各避難先にも連絡の受け手と
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なる有志多数が活動に参加したもの

と思われます。3 月 1 5 日までこの体

制が続き、順次規模を縮小しながら 4

月 1 5 日に閉局しています。(この頃に

は電話が復旧していた? )

　復興支援アマチュア無線局開局の

新聞記事を読んだ私は、かつて憧れ

ていたアマチュア無線のことを思い

出し、翌年には従事者免許・無線局免

許を得て、晴れて無線の世界にデ

ビューしたのでありました。( なお、

わが家では、知子も結婚後、アマチュ

ア無線の免許を取得しています! )

ところで今回の東北関東大震災では

被災地域が広範囲に及び、停電が続

いています。電話回線はもちろんの

こと、携帯電話の基地局が倒壊・停電

していて機能しないので携帯電話も

なかなかつながりません。そんな状

況ですから、アマチュア無線業界で

もいろいろ活動を始めています。( 基

本的にアマチュア無線は個人の趣味

の延長なので組織だった活動が不得

手であるのは残念なところですが)

いくつか紹介してみます。

　１．アマチュア無線の全国組織で

は、東北地方の局から発信された情

報を東京・巣鴨と大阪・池田にある拠

点で受信しています。受け取った情

報は東京・巣鴨で集約して精査した

後、現地の県庁等に伝えています。こ

の活動は 3 月 20 日頃まで続きました。

(支援の主眼が救命救助から生活支援

に移ってきたため)

　２．総務省より通信機器の貸し出

し要請がありました。( この状況下で

すから貸したら最後無事に機材は

戻ってはこないでしょうけれども)　

要請を受けて、各都道府県単位で有

志から無線機や乾電池を取り集め、

順次提供しております。また、無線機

メーカーからも簡単に扱えるトラン

シーバー計 3 0 0 台の提供を受けてお

ります。現地でのニーズも高いよう

です。配送手段が確保され次第、現地

の自治体・避難所等に届けられるよ

う調整しています。

　３．現地在住のアマチュア無線家

で、現地での通信支援に従事できる

ボランティアを募集しています。前

記のとおり各避難所にトランシー

バーを送り込みますので、それを操

作できるスタッフが必要なのです。

　アマチュア無線業界ではこのよう

な活動をしています。私自身はとい

えば、東北地方と安定して交信でき

る設備もありませんし、提供できる

機材も持ち合わせておりませんので、

何かのお役に立てればと思い、知子

とも相談して夫婦で若干の義捐金を

させていただきました。あとは、重要

な通信に妨害を与えないために、余

計な通信を控えております。( 現地か

らは微かな電波で救命要請があるか

もしれないので、自らはKeep Silent

が鉄則だと思っています)

　以上、災害時におけるアマチュア

無線の活動について、思いつくまま
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に書いてみました。皆様の理解の一

助となれれば幸いです。

※阪神・淡路大震災当時の活動資料

は神戸大学震災文庫にあるアーカイ

ブ

http://www.lib.kobe-u.ac.jp/

d i r e c t o r y / e q b / b o o k / 1 4 - 1 4 5 /

index.html

が参考になります。

　　　　　　　　　　（前田　充彦）

　　　しっとりと　なみだを吸へる　砂の玉　

　　　　　　　　　　なみだは重き　ものにしあるか
（石川啄木）

　自分（たち）の現状が、少しばかり

変わることを願ってするのが祈りだ

としたら、少なからず安易すぎはし

ないかと、誰かが書いていました。祈

りということと遠くない位置の、キ

リスト教という宗教を仕事にしてい

て、聖書の描く古代の人たちはそん

なに安易には祈っていないように思

わされてきました。ただし、安易に

祈ってはいないはずなのに、それを

安易に読んでしまえたりするのも確

かです。たとえば「わが神、主よ、わ

たしはあなたに寄り頼みます。どう

かすべての追い迫るものからわたし

を救い、わたしをお助け下さい」（詩

7 篇 1 節）と祈る命が、すべての人と

しての営みを断念せざるを得ない状

況や結果の“神・主”への叫びとして

聞けるとしたら、それを生きてそれ

を知るものであって初めて可能かも

しれません。自分も含め、“寄り頼む”

ものが他にあった時に、古代の人た



4

ちは“わが神・主”と祈り、叫んだり

しなかったように思えます。ですか

ら、「あなたは、あなたの神、主の名

を、みだりに唱えてはならない。主

は、み名をみだりに唱えるものを、罰

しないでは置かないであろう」とク

ギを指すことを忘れません（出エジ

プト記 20 章 5 節）。

　ただ、人は“すべての人としての営

みを断念した状況”を生きている訳

でも、生きたとしても、そのことを忘

れやすかったりもします。“神・主”の

名においてするものである祈りが、

ないがしろにされることを人は自分

のこととしても知っていますから、

そのこと（ないがしろにされること）

を強く戒めます。「また祈る時には、

偽善者たちのようにするな。彼らは

人に見せようとして、会堂や大通り

のつじに立って祈ることを好む。よ

く言っておくが、彼らはその報いを

受けてしまっている」、そして「あな

たは祈る時、自分のへやに入り、戸を

閉じ、隠れた所においでになるあな

たの父に祈りなさい・・・」、ほかに

言葉かずを少なくとか、更に、求めな

くても必要なものを神は知っている

と、祈りをめぐってあれこれ書きま

す。そして更に「こう祈りなさい」と、

マタイによる福音書 6 章 5 節以下で示

される具体的な“祈り”が、多くの機

会に多くの人たちによっても祈られ

てきました。“主の祈り”として。

　なのに、たとえば「わたしたちの日

ごとの食物を、きょうもお与えくだ

さい」という祈りは、日ごとの食物が

満たされるだけでなく、余らせて捨

てる人たちによっても、平気で祈ら

れてきました。ということも、あるの

だと思います。自分（たち）の現状が、

少しばかり変わることを願って祈ら

れることもありました。そうではな

くて「わたしたちの日ごとの食物を、

きょうもお与えください」という祈

りは、日ごとの食物が断たれた状況

を引き受ける人たちの祈りである時、

その祈りは祈りとして届くべきとこ

ろに届くはずです。飽食の人も、「わ

たしたちの日ごとの食物を、きょう

もお与えください」と祈ることは可

能ですが、祈りがそうなってしまう

ことを、マタイによる福音書は許し

難いと思っています。「また祈る時に

は、偽善者たちのようにするな」と。

けれども、偽善者のように祈ってし

まえるのも、祈りではあるのです。

　要するに、切実な祈り（言葉）は、

切実な状況を生きる人によってしか

聞けないし、祈れない、ということな

のかも知れません。

　　　　　　　　　　（菅澤　邦明）
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　♪あかりをつけましょぼんぼりに

～♪を歌って始まった 3月。ひなまつ

りの集まりのひと時を全クラスでも

ち、みんなのうた声と共におひなさ

まが登場しました。公同のおひなさ

まは、みなさまもよくご存じの小黒

三郎さんが作られたおひなさまです。

　誕生日の時に園長先生が切って下

さる組み木もそうですが、この小黒

さんのお雛様の表情、色使い、形に心

が和むような、ほっこりする気分に

させられました。組み木の魅力をま

た少し知ることができたような気が

します。さて、この集まりで登場した

のは、おひなさまだけではなく～、公

同音楽隊も登場♪♪春待ちメドレー

♪（安永早絵子さんに教えていただ

いた一曲です）を、演奏させていただ

きました。この一年間、城村さんや、

安永さんにお力をお借りして、私た

ちのレパートリーがかなり増えまし

た。2009 年の夏、ドレミパイプを一

人一本持って、演奏することからス

タートした公同音楽隊。レパート

リーが増えると同時に、私たちのレ

ベルも UP！したんじゃないかな～♪

と感じています。ドレミパイプ、スケ

ルトンリコーダー、ハンドベル、ス

レーベル（大きな鈴）、ウィンドチャ

イム、カウベル、ホイッスル、そして

ウッドブロックも数が増え、キー

ボードも新しくなり、楽器類も充実

しています。次はどんな曲を演奏で

きるのかなぁと毎回ドキドキしてい

る公同音楽隊です。日本に 1000 台し

かないというグリコワゴンが公同に

5 台もやってきたり、スズメバチの巣

もやってきて、“あっ！”と驚いた 2

月でしたが、 3 月もたくさんの

“あっ！”がありました。3月 5日（土）

に駅前公園 OPEN 記念のおまつりが

行われ、駅前公園に全クラスで出か

けました。後川からのお店もたくさ

んあり、みんなでポン菓子を頂きま

した。ポン菓子屋さんの車の周りに

集まり…ドキドキしながら待ってい

ると“ポンッ！！”この音が鳴ると分

かってはいるけれど、やっぱりびっ

くりするこの音。カメラを構えてい

たのですが、びっくりし過ぎてその

拍子にシャッターを押してしまいま

した。大迫力の音を聞いた音、ポン菓

子をおいしくいただいたお友達です。

「わたしたちに足を乗せるときは、裸

足で、そっと！」とお願いしている、

駅前のなまず。この日のように駅前

公園からたくさんの歌声と笑顔が

いっぱいに広がっていきますように。

　ポン菓子の“ポンッ！！”に

“あっ！”と驚き、そして大きな大き

なうまい棒。チュッパチャプスの登

場にも“あっ！”となって、2 月に引

き続き“あっ！”が多かった 3月でし

た。
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すずや便り　

•  3月 11日は長女の誕生日です。「お

かあさんがおかあさんになった日」

（長野ヒデ子、童心社）のタイトルを

見た時は、そんな風に考えればいい

のか、と肩から力が抜けたことを覚

　4 月から今の学年、クラスが始ま

り、毎月親子の集まりが行われてき

ました。3 月はこの親子の集まりも最

後となります。今年はいつもとは違

う最後の集まりの時間が予定されま

した。なんと！全クラス、親子でパン

を焼こう！しかも一日で！なんて計

画が立てられました。この日の為に、

細かい時間の流れを考えて下さった

り、材料を一家ずつに分けて下さっ

たり、薪をたくさん準備して下さっ

たり、当日、火の番をして下さった人

がいたり、パン作りの指導をして下

さった人がいたり…当日お越し下さ

り、こちらの声かけでたくさんのご

協力して下さったお家の方々がいて、

そんな多くの方々のご協力があって、

この大プロジェクトが無事に終えら

れたことを心より感謝致します。最

初はどうなるかなぁとドキドキして

いましたが、当日の朝「きょうパンや

けるんでしょー！」と、とびきりの笑

顔で言った女の子の一言で緊張がと

けたような気がしました。私にとっ

て、とっても嬉しい一言でした。

パンを焼くだけでなく、園庭での

時間もありました。靴を脱いで竹馬

にチャレンジする姿、「おだんご最後

まで作れなくて悔しー！」と叫んで

いたり、軽々とのぼり棒、うんていで

遊ぶ姿、初めてコマを回す、なんて方

もいらっしゃって、子どもと一緒に

真剣に遊ぶお家の方々の姿がたくさ

んありました。そんなお家の方々に

たくさんお支え頂き、2010 年度も子

どもたちの幼稚園の毎日が守られた

ことを心より感謝致します。ありが

とうございました。

東日本大地震について、毎日テレ

ビや新聞でたくさんの情報、映像を

目にするたびに胸が苦しくなります。

胸が苦しく、悲しみ、不安でいっぱい

ですが、今ここで懸命に生きる小さ

な命としっかり向き合い、与えられ

た命を大切にしていきたいと強く思

います。

　　　　　  　　　　　（延原　光）

えています。私がおかあさんになっ

て 15 年目の日、短縮授業になってい

る娘と二人でお昼を済ませて誕生日

のケーキをどこに買いに行くか相談

をしている時でした。関東では地震



7

はよくあるので、今日もいつものこ

とか～と思っていたところ、止まる

どころかどんどん大きくなる揺れ。

急いでテーブルの下に潜りましたが、

引っ越しを控えて段ボールが積んで

あることに気付き、家具を置いてい

ない寝室のベッドの上に移動して、

頭から布団をかぶって二人で抱き

合っていました。今までに感じたこ

とのない大きな揺れで船酔いのよう

になり、揺れが収まってもしばらく

は身動きがとれません。少し落ち着

くとまた揺れる、という繰り返しで

した。テレビをつけて、大地震が起

こったことは分かりましたが、とに

かく小学校にいる息子を迎えに行か

なければと、娘と一緒に小学校へ行

きました。毎年災害時の引き渡し訓

練をしているので、当然親がくるの

を待っているだろうと思ったら、集

団下校が始まっていて、なんとか息

子の顔を見つけた時は本当に安心し

ました。冷静に考えれば、電話も携帯

も全く通じなくなったので連絡の手

段もなかったとは思いますが、今ま

での一斉メールを前提にした訓練は

何だったのかな、と感じました。

帰宅してからも余震は続き、主人と

は連絡が取れません。夜になりやっ

と電話が通じた時はほっとしました。

偶然仕事で茨城にいたそうで、揺れ

はものすごかった上に全部停電して

しまい、信号もつかないので大渋滞

とのこと。車だったので、なんとか深

夜に帰宅できただけでも良かったほ

うなのでしょう。地震の直後は携帯

の eメールは「新着メールを取りに行

く」にしないと受信できませんでし

た。ネット回線を使うスマートフォ

ンのメールやツイッター、スカイプ

が活躍したという話も聞きました。

よければ参考にしてください。

　連日の報道を見ていると、あの揺

れのあとで即座に高所へ逃げるとい

うことはかなり難しいことだと思い

ます。本当に、言葉になりません。被

害はなかったものの震度 4 程度の地

震が何度かあり、買い物も普段通り

とはいかない日々です。そんな中で

すが明日、西宮へ戻ります。

• @ 3 年前の秋の埼玉への転居を機会

に「すずやだより」を書かせていただ

くことになり、そういう場があるこ

とはとても励みになりました。最後

になりますが、今まで読んでいただ

いてありがとうございました。

　　　　　　　　　（富家　香麻里）
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みかん便り　

　こんにちは。みかん便りです。テス

トも終わり、春休み！！今、ディズ

ニーランドに行くためにせっせと働

いています。春休み中に行きたかっ

たのですが、今はまだ資金不足なの

です。。なので、春休みはいっぱい働

いて資金稼ぎをすることにしました。

決行は 4 月の終わりに★

　先日、バイト先の送別会がありま

した。うちのバイト先は学生が多い

ので、就職のためにこの時期にいっ

ぱい辞めていきます。寂しいですね。

今年も 7 人辞めていきました。僕が 1

番お世話になっていた先輩たちです。

送別会の準備は 3 回生達。今年は僕た

ちの担当でした。「離れたくない！離

れたくない！！」と思いながら送別

会を企画し、迎えた当日。たくさんの

出し物、動画、プレゼントを先輩たち

に贈りました。長々とかかった準備

も一瞬で終わってしまいました。先

輩たちもみんな泣いてくれました。

ありがとうって言って泣かれるのは

ずるいですよね。離れたくないと

思っていても、「お疲れさまでし

た」って笑顔で言ってしまいますも

ん。「次の職場でも頑張ってくださ

い」って思ってしまいますもんね。と

ても良い送別会でした。「頑張ってく

ださいねー」と明るくすっきり別れ

たんですが、いざ、今までいた人がい

ないところに行くと、違和感と寂し

さと脱力感がわいてきますね。学校、

クラブ、今村組など、今まで色んなと

ころで味わってきた感覚です。相変

わらず慣れません。うん。寂しい。来

年は気持ちよく送られる側になりた

いです。今年もしっかり働こうと思

えた数日間でした。

　春休みに始めたことといえば、小

学校の免許を取るために受験勉強を

始めました。今いる学部だと中学・高

校の免許しか取れないので、夢実現

のためにあと 1，2 年学生を続けるこ

とにしました。地元の通信大学だけ

でも資格は取れるのですが、せっか

く 2年も学生をするのなら、受かるか

どうかは分かりませんが、教育学部

の大学院試験を受けようと決意した

わけです。今いる学部では法律の勉

強をしているのですが、社会科が 1番

嫌いな僕には苦痛の毎日です。なの

で、もし受かれば好きな国語科の研

究をしたいと思ってます♪試験内容

に基礎英語があるので英語を勉強し

始めたのですが、高 3 の受験期に詰め

込んだはずの知識がほとんど抜けて

いてショックでした。語学は定期的

に文章を読むなりしていないとやっ

ぱり忘れてしまうんですね。改めて

実感しました。リスニングの方は音

楽を聴いているだけあってまだ大丈
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～～～～～今月のいのり～今月のいのり～今月のいのり～今月のいのり～今月のいのり～

夫でしたが。久しぶりにしっかり勉

強するのは意外と楽しいものです。

高校の時は強制されるようにしてい

て苦痛で仕方なかったのに（笑）自分

から学ぼうと思うことが大事なんで

すね。

　本試験まであと半年！！死に物狂

いで勉強したいと思います！！！

　それではまた来月♪

　　　　　　　　　　（河村　高志）
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　　　　教会学校から　　　

《2 月の活動報告》
◇ 2 月 6 日（日）お雑煮を食べる

◇ 2 月 13 日（日）カルタ de ビンゴ＆
　足算（あしざん）で遊ぼう

◇ 2 月 20 日（日）
　幼稚園と合同・積み木遊び

◇ 2 月 27 日（日）
　篠山市後川・渓谷の森公園で野外礼拝

《2011 年 3 月の活動予定》
◇ 3 月 6 日（日）
　津門川“ゆっくり”散歩・いかなご
　ご飯を食べる

◇ 3 月 13 日（日）
　高松公園でドッチビー大会

◇ 3 月 20 日（日）
　教会学校入学式・“東北 ・関東大地震、
　大津波被災者応援の集まり”

◇ 3 月 27 日（日）
　“東北・関東大地震、大津波被災者応
　援の集まりⅡ”
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　      ２０１１年３月　あんなこと　こんなこと…
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大切な贈り物大切な贈り物大切な贈り物大切な贈り物大切な贈り物・・・・・津門川１００津門川１００津門川１００津門川１００津門川１００
“““““津津津津津門門門門門川川川川川掃掃掃掃掃除除除除除へへへへへのののののおおおおお誘誘誘誘誘いいいいい”””””

　毎月第一日曜日 1 2 時から行われる「津門川掃除」への参加を、幼稚園の先

生が“おたより”で子どもたちに呼びかけてくれました。
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　2011 年 3 月 6 日の津門川川掃除には、何と 60 人以上の大人と子どもたちが

参加してくれました。川掃除後の昼食、そしてその後 1 時間近く集まった人

たちの歓談が続きました。
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つ と が わ

編集後記

　　　　　　　　　　　　　

1 9 9 5 年 1 月 1 7 日、兵庫県南部大地震の時に発

行した「津門川ニュース」を「津門川ニュース／

東北・関東大地震・大津波ニュース」として発行

しています。発行する為に、文章を書いたりする

と、読み流していたりする新聞などの報道の、2、

3 日分の情報の比較、使われている用語の確認、

過去の類似する出来事や事故を振り返ったりす

る、などのことが必要になります。たとえば、東

京電力福島第一原子力発電所の事故のことでは、

事故そのもの、放射線の種類、放射線が広がって

いる様子など、それが確実に広がっていることも

解ります。ヨウ素１３１は甲状腺、セシウムは肺

などの臓器に、ストロンゲウムは骨や組織に、プ

ルトニウムは血液に蓄積されるというようなこと

が解っていただけるニュースを、発行しています

から、ご希望される方は申し出てください。尚、

3 月 2 4 日には友人、知人と、これらのことを打ち

合わせする為、仙台を訪れることになっていま

す。

（Ｋ）

　冬の間中、水の中でじっとしていたメダカたち

が、元気いっぱいに泳ぎ始めました。このコたち

も春を感じているんだなぁと思うと嬉しくなりま

す。一人でも多くの人が春の穏やかな陽射しに包

まれ、心が少しでも癒されますように。

　　　　　　　　　  　　　　 　 　（Ｉ）

　高校時代の友だちがお母さんになりました。先

日、会いに行くとすっかりお母さんの顔。彼女の

腕の中で眠る赤ちゃんがすごく幸せそうな顔をし

ていて見ているだけで私も幸せな気持ちになりま

した。生命の貴さ、愛しおしさを強く感じまし

た。

　今、同じ日本で防ぎようのない災害に巻き込ま

れて不安な日々を過ごしている方がいます。

　１人でも多くの生命が救われますように。子ど

もたちの笑顔が守られますように。心から祈りま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｙ）

　夜道を歩いていると沈丁花、梅の花の香りが

漂ってきます。自然と足取りがゆっくりになり、

心を落ち着かせながらいっぱいに香りを楽しみま

した。

 　私たちの心に穏やかな気持ちを与えてくれる

小さな命がずっとずっと生き続けますように、そ

して少しでも多くの方にこの香りが広がり安らぎ

届けてほしいと願います。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｎ）

　

　とにかく風邪をひきたくない、そう思って過ご

した 3 学期。冬は特にそう心がけるからかあまり

大事には至らないし今期も無事に終えられそう。

でも毎年結局 1 年の風邪ひき回数は減らずに 4 月

とか少し暑くなってから冬の分もたっぷり長患い

（喘息に発展して）ということが多い。「予言」は

よくないが今年もそんな展開かなと思いつつ 3 月

も間もなく終わりに。日々よく寝ること、しっか

り食べることを一番にしていたら先日見た写真、

何と横綱級の横幅で驚いた。今までのジーパンが

はけるから大丈夫と信じてきたのにね。

　春 3 月、心も明るくといきたいところですが、

ニュージーランドでのできごとに心を痛めている

まもなく、11 日の地震に大津波。ある日起こった

けれど何日かすれば～ではない、何ヶ月すれば～

の問題でもない、今もさることながら、これから

を思うとことばが出ない。1 1 月 2 7 日に誕生した

2 人目の孫、ケタケタ笑う、子育て中でもあまり

体験しなかった赤ん坊の様子に新たな驚き。2 月

末から 3 月にかけて入院騒動もあり心配させられ

た孫たちだが、その笑顔と笑い声に心の底から明

るくさせてももらいながら、この子たちの明日は

～とまたすぐに暗くなってしまう。春を感じる花

芽や木々の蕾の膨らみを目にしても、この気持の

エレベーターが上がり下がりしている。

（Ｊ）


